
要 旨

距離評価による指文字認識

永野 雄士

手話を行う聴覚障害者に対して手話通訳者は少なく� いつも通訳者が同行して通訳しても

らうのは難しい� そこで�手話通訳者が同行しなくても自動でコミュニケーションができれ

ば� より健聴者と聴覚障害者の円滑なコミュニケーションが可能になると思われる�

本研究では�手話の基本であり�手話でどう表すか知らない単語や固有名詞�手話を思い出

せない時に用いる指文字に重点を置き� 指文字を認識することを目的とする� まず��次元計

測ソフトを用いて指文字の動画像を追跡し� 手首に基準点を設けてそこから各々の指先まで

の距離を求め�距離三段階評価法により評価する方法をを検討する� 実験では�「あ」・「い」・

「う」・「え」・「お」・「て」・「ね」の指文字認識を行い�認識できることがわかった�

キーワード 指文字��次元計測ソフト
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